
 

『論語』の授業のひと工夫 

 

① 
 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
漢
文
・『
論
語
』・
発
展
的
学
習
・
日
本
語
の
文
体
・
外
国
語
と
の
対
照
・

方
言
訳 

 

要
旨 

 

中
学
校
国
語
科
・
漢
文
教
材
の
定
番
の
一
つ
で
あ
る
『
論
語
』
に
つ
い
て
、
学
び
を

発
展
期
に
深
め
る
方
策
を
提
案
す
る
。
具
体
的
に
は
、
次
の
三
種
で
あ
る
。 

① 

注
釈
文
を
中
世
の
も
の
か
ら
通
時
的
に
読
み
比
べ
、
日
本
語
の
文
体
の
変
遷

を
見
つ
め
る
。
語
句
の
解
釈
を
深
め
る
。 

② 

外
国
語
で
の
読
ま
れ
方
と
比
較
対
照
し
て
み
る
。 

③ 

注
釈
文
の
方
言
訳
に
挑
戦
す
る
。 

は
じ
め
に 

 

中
学
校
国
語
科
・
漢
文
教
材
の
デ
フ
ォ
ル
ト
と
な
っ
て
い
る
『
論
語
』
の
授
業
展
開

に
つ
い
て
、
私
案
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
原
文
の
訓
読
に
慣
れ
、
現
代
語
訳
に
よ
っ

て
意
味
の
確
認
を
し
、
鑑
賞
を
な
し
た
後
に
取
り
組
む
発
展
的
な
学
習
方
策
を
い
く

つ
か
提
言
す
る
。 

す
な
わ
ち
、
①
注
釈
文
を
中
世
の
も
の
か
ら
現
代
の
も
の
ま
で
、
通
時
的
に
鑑
賞

し
、
日
本
語
の
文
体
の
変
遷
（
文
体
史
）
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
重
要
語
句
の
理
解
を

深
め
る
。
②
中
国
語
で
の
注
釈
の
つ
け
ら
れ
方
を
検
討
し
、
外
国
語
（
あ
る
い
は
外
国
）

で
の
読
ま
れ
方
と
比
較
検
討
す
る
。
③
注
釈
文
を
地
域
の
方
言
に
訳
し
て
み
る
。 

以
上
の
三
種
に
よ
り
、
原
文
の
読
み
を
タ
テ
ヨ
コ
（
通
時
的
・
共
時
的
）
に
深
め
る

 

『論
語
』の
授
業
の
ひ
と
工
夫 
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② 
 

工
夫
で
あ
る
。 

 

一
、
教
科
書
採
択
の
テ
キ
ス
ト
（『
論
語
』
本
文
） 

拙
稿
（
注
①
）
で
示
し
た
通
り
、
中
学
校
国
語
科
教
科
書
五
種
は
、
漢
文
の
文
章
教

材
と
し
て
、
い
ず
れ
も
『
論
語
』
三
～
五
篇
を
採
り
上
げ
て
い
る
（
注
②
）。
そ
れ
ら

の
う
ち
、
共
通
に
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。（
全
二
〇

篇
の
う
ち
、
一
四
篇
が
ダ
ブ
っ
て
い
る
。） 

◇
三
社
共
通
の
も
の
：
二
篇 

子
曰
「
学
而
時
習
之
～
」（
学
而
）…

…
…

次
章
以
降
（
一
）
と
す
る
。 

←

光
村
図
書
・
教
育
出
版
・
三
省
堂 

 

子
曰
「
学
而
不
思
則
罔
～
」（
為
政
）…

…

次
章
以
降
（
二
）
と
す
る
。 

←
光
村
図
書
・
教
育
出
版
・
東
京
書
籍 

◇
二
社
共
通
の
も
の
：
四
篇 

子
曰
「
温
故
而
知
新
～
」（
為
政
）←

光
村
図
書
・
三
省
堂 

 

子
曰
「
吾
十
有
五
而
～
」（
為
政
）←

学
校
図
書
・
三
省
堂 

 

子
貢
問
曰
有
一
言
而
～
（
衛
霊
公
）←

学
校
図
書
・
東
京
書
籍 

 

子
曰
「
己
所
不
欲
～
」（
顔
淵
）←

教
育
出
版
・
三
省
堂 

本
稿
で
は
、
三
社
共
通
の
二
篇
を
中
心
に
、
私
案
を
展
開
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 

二
、
注
釈
の
文
体
史 

 

中
世
以
来
の
注
釈
文
を
通
覧
す
る
こ
と
で
、
近
代
日
本
語
の
変
遷
の
一
端
を
つ
か

む
こ
と
を
め
ざ
し
た
い
。
過
去
か
ら
現
在
へ
と
通
時
的
に
見
て
い
く
の
が
順
当
な
と

こ
ろ
だ
が
、「
古
文
」
に
不
慣
れ
な
中
学
生
を
考
慮
し
、
現
在
か
ら
過
去
へ
と
さ
か
の

ぼ
る
方
式
で
注
釈
文
を
並
べ
て
み
る
。 

通
時
的
に
対
照
す
る
文
献
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 
 

■
書
誌
（
注
③
） 

 

〔
中
世
〕
抄
物 

『
応
永
二
十
七
年
本 

論
語
抄
』
中
田
祝
夫
編 

勉
誠
社
一
九
七
六
・
六 

『
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵 

論
語
秘
抄
』（
坂
詰
力
治
編
『
論
語
抄

の
国
語
学
的
研
究 

影
印
篇
』
武
蔵
野
書
院
一
九
八
四
・
一
一 

『
足
利
本 

論
語
抄
』
中
田
祝
夫
編 

勉
誠
社
一
九
七
二
・
六 

 

〔
近
世
〕
漢
籍
国
字
解
・
漢
文
大
系 

『
論
語
示
蒙
句
解
』
中
村
惕
斎
（『
漢
籍
国
字
解
全
書
』
第
一
巻 

早
稲
田
大
学

出
版
部 

一
九
一
四
・
四
） 

『
論
語
集
説
』
安
井
息
軒
（『〈
漢
文
大
系
一
〉
第
一
巻
』
服
部
宇
之
吉
評
點 

冨

山
房
一
九
〇
九
・
一
二
／
一
九
九
三
・
五
増
補
版
） 

 

〔
現
代
〕
新
釈
漢
文
大
系 

『
論
語
』〈
新
釈
漢
文
大
系
１
〉
吉
田
賢
抗
著 

明
治
書
院
一
九
六
〇
初
版 

一

九
九
五
・
九 

改
訂
三
五
版 

 

〔
教
科
書
・
指
導
書
〕 

 
 

『
国
語
３
』
中
学
校
国
語
科
用 

光
村
図
書 

二
〇
一
六
・
二 

 
 

『
国
語
３
』
中
学
校
国
語
科
用
・
教
師
用 

光
村
図
書 

二
〇
一
六
・
二 

 （
一
）
子
曰
「
学
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
。
有
朋
自
遠
方
来
、
不
亦
楽
乎
。 

 
 
 

人
不
知
而
不
慍
、
不
亦
君
子
乎
。」（
学
而
） 

◇
教
科
書
の
注
釈 

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、
機
会
が
あ
る
た
び
に
復
習
し
て
体
得
す
る
（
習
熟
す

る
）。
な
ん
と
う
れ
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
世
の
中
の
人
が
認
め
て
く
れ
な
く
て
も
、

不
平
や
不
満
を
抱
か
な
い
。
徳
の
高
い
、
理
想
的
な
人
格
者
。 

◇
指
導
書
の
現
代
語
訳 
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③ 
 

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、「
先
人
の
教
え
を
機
会
が
あ
る
た
び
に
繰
り
返
し
学
び
、

し
っ
か
り
体
得
す
る
こ
と
は
、
な
ん
と
う
れ
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
同
じ
学
問
の
道

を
究
め
よ
う
と
す
る
友
が
、
は
る
ば
る
と
訪
ね
て
来
て
く
れ
る
こ
と
は
、
な
ん
と
楽
し

い
こ
と
だ
ろ
う
。
も
し
自
分
を
世
の
中
の
人
が
認
め
て
く
れ
な
く
て
も
、
不
平
や
不
満

を
抱
か
な
い
の
は
、
真
に
君
子
の
名
に
値
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。」
と
。 

◇
現
代
：
新
釈
漢
文
大
系
の
注
釈 

孔
子
言
う
、
学
ん
だ
こ
と
を
い
つ
も
繰
り
返
し
習
っ
て
い
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
理

解
が
深
ま
っ
て
自
分
の
も
の
と
な
り
、
自
由
に
働
き
を
表
す
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
な

ん
と
嬉
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
に
勉
強
し
て
い
る
と
、
自
然
に
同
学
同
志

で
遠
く
か
ら
慕
っ
て
く
る
も
の
が
あ
っ
て
、
学
問
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
す
る
。
こ
れ

は
な
ん
と
楽
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
修
業
と
学
問
は
自
分
の
力
で
で
き
て
も
、
人
と

の
関
係
は
時
の
め
ぐ
り
合
わ
せ
で
、
必
ず
し
も
自
分
の
思
う
よ
う
に
は
な
ら
ぬ
が
、
さ

て
、
世
人
が
自
分
の
学
徳
を
認
め
て
く
れ
な
く
て
も
、
不
平
不
満
を
抱
か
な
い
人
は
、

な
ん
と
徳
の
高
い
、
り
っ
ぱ
な
人
で
は
な
い
か
。 

◇
近
世
：
漢
籍
国
字
解
の
注
釈 

子
と
は
、
孔
子
を
さ
す
、
子
は
も
と
男
子
を
た
つ
と
び
て
よ
ぶ
詞
、
古
は
師
を
称
し

て
子
と
い
へ
り
、
若
ㇱ
孔
子
曾
子
と
、
姓
を
か
う
ふ
り
て
云
時
は
、
亦
他
の
師
に
も
通

ず
る
故
に
、
ま
さ
し
く
わ
が
師
を
称
し
て
、
只
子
と
ば
か
り
云
な
り
、
曰
と
は
、
口
を

ひ
ら
き
て
、
詞
を
出
す
義
な
り
、
孔
家
の
と
も
が
ら
、
孔
子
の
語
を
し
る
す
故
に
、
子

曰
と
云
な
り
、 

学
は
論
語
の
開
巻
第
一
義
な
れ
ば
、
よ
く
其
意
を
得
べ
き
な
り
、
学
の
字
を
ま
な
ぶ

と
よ
む
は
、
ま
ね
ぶ
な
り
、
知
る
と
能
す
る
こ
と
を
兼
て
云
、
凡
そ
わ
が
い
ま
だ
知
ら

ず
、
能
せ
ざ
る
こ
と
を
我
よ
り
先
に
、
こ
れ
を
知
り
、
こ
れ
を
能
す
る
人
の
、
其
得
た

り
つ
る
わ
ざ
を
、
ま
ね
び
と
り
て
、
わ
が
身
に
こ
れ
を
知
り
得
、
能
し
得
る
こ
と
を
云
、

い
づ
れ
の
業
を
ま
な
ぶ
も
、
皆
か
く
の
如
く
な
り
と
い
へ
ど
も
、
こ
こ
に
云
学
は
、
儒

者
の
学
な
り
、
か
の
詩
賦
を
よ
く
作
る
を
、
詞
章
の
学
と
云
、
経
書
に
ひ
ろ
く
わ
た
る

を
、
記
誦
の
学
と
云
、
二
つ
は
俗
儒
な
り
、
皆
儒
業
の
兼
る
所
と
い
へ
ど
も
、
君
子
の

む
ね
と
す
る
所
は
、
道
を
学
び
、
徳
を
成
し
て
、
常
人
よ
り
聖
人
に
至
る
の
学
な
り
、

蓋
し
人
は
万
物
の
長
な
れ
ば
、
己
を
成
し
物
を
成
す
、
天
職
の
任
を
も
き
故
に
、
天
下

の
道
理
を
知
り
、
天
下
の
事
務
を
能
せ
で
は
あ
る
べ
か
ら
ず
、
少
し
も
名
の
た
め
、
利

の
た
め
に
学
ぶ
に
は
あ
ら
ず
、
よ
く
其
道
を
き
は
め
て
、
其
任
を
つ
く
せ
る
は
聖
人
な

り
、
聖
人
の
特
性
、
た
れ
よ
り
も
天
よ
り
う
け
そ
な
へ
た
る
故
に
、
人
学
ぶ
時
は
、
学

び
得
る
な
り
、
す
で
に
学
ぶ
と
云
よ
り
は
、
必
聖
人
を
目
あ
て
に
し
て
、
其
徳
性
を
成

し
、
天
性
本
来
の
初
に
か
へ
る
べ
し
、
君
子
の
学
ぶ
所
、
大
む
ね
か
く
の
如
し
、
而
と

は
、
上
を
う
け
て
、
下
を
を
こ
す
の
詞
、
時
と
は
、
し
ば
し
ば
し
て
、
や
ま
ざ
る
義
な

り
、
習
は
す
と
は
、
な
ら
す
な
り
、
其
ま
な
ぶ
所
を
、
時
々
く
り
か
へ
し
く
り
か
へ
し

て
、
わ
が
身
に
な
れ
そ
ま
す
こ
と
を
云
、
之
と
は
、
学
ぶ
所
の
業
を
さ
す
、
そ
れ
学
び

ざ
れ
ば
、
習
は
す
べ
き
事
な
し
、
学
ん
で
習
は
ざ
れ
ば
、
学
ぶ
所
を
得
べ
き
道
な
し
、

習
へ
ど
も
よ
り
よ
り
せ
ざ
れ
ば
、
そ
の
習
は
す
所
熟
せ
ず
し
て
、
亦
つ
い
に
得
る
こ
と

あ
た
は
ず
、
こ
の
故
に
、
学
ん
で
は
、
又
必
よ
り
よ
り
に
、
こ
れ
を
習
は
す
べ
し
、
然

れ
ば
時
習
は
学
を
す
る
の
本
な
り
、
此
一
句
五
字
、
聖
人
の
詞
、
き
は
め
て
周
密
な
る

こ
と
を
見
る
べ
し
、 

説
は
、
悦
と
同
じ
、
悦
ぶ
と
は
、
う
れ
し
き
意
な
り
、
学
ん
で
よ
り
よ
り
こ
れ
を
習

は
す
時
は
、
い
つ
と
な
く
其
意
味
を
会
得
し
て
、
い
ま
だ
知
ら
ざ
る
こ
と
を
知
り
、
い

ま
だ
能
せ
ざ
る
こ
と
を
能
す
る
故
に
、
を
の
づ
か
ら
、
う
れ
し
き
意
出
来
る
な
り
、
亦

と
は
、
餘
の
事
の
こ
れ
に
類
し
た
る
よ
り
、
う
つ
り
て
云
詞
な
り
、
是
も
亦
悦
ば
し
く

は
あ
ら
ざ
ら
ん
や
と
、
疑
ふ
に
似
て
、
必
定
う
れ
し
か
る
べ
き
道
理
ぞ
と
な
り
、
こ
の

悦
び
は
、
其
学
ぶ
所
を
得
て
、
道
に
入
り
徳
に
す
す
む
の
始
な
り
、 

朋
は
同
類
な
り
、
我
と
を
も
む
き
同
じ
者
を
云
、
遠
方
よ
り
来
る
と
云
時
は
、
近
き

者
は
云
に
及
ば
ず
、
楽
む
と
は
、
悦
ぶ
意
内
に
あ
ま
り
て
、
外
に
あ
ら
は
る
る
を
云
、
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悦
美
の
ふ
か
き
な
り
、
そ
れ
天
地
は
、
萬
物
を
生
育
す
る
を
以
て
、
其
徳
と
す
、
人
そ

の
生
物
の
徳
を
よ
け
生
れ
、
こ
れ
を
心
に
そ
な
へ
て
、
仁
性
と
す
、
こ
の
故
に
、
人
心

本
然
の
徳
、
人
を
愛
し
、
物
を
利
す
る
こ
と
を
、
好
ま
ず
と
云
う
こ
と
な
し
、
況
や
人

は
萬
物
の
霊
な
れ
ば
、
天
地
の
生
育
及
ば
ざ
る
所
を
、
裁
成
輔
相
し
て
、
成
し
た
つ
る

職
任
、
の
が
れ
が
た
し
、
己
を
成
し
、
物
を
成
す
も
、
皆
こ
の
職
分
の
内
に
し
て
、
本

末
の
次
第
、
ま
づ
己
が
徳
を
成
す
べ
し
、
今
我
す
で
に
得
る
所
の
善
あ
り
て
、
則
こ
れ

を
人
に
及
ぼ
し
、
し
か
も
信
じ
て
従
ふ
者
多
き
時
は
、
わ
が
本
心
の
願
ひ
に
か
な
ひ
、

又
天
職
を
つ
と
む
る
効
あ
り
、
其
悦
ぶ
所
ふ
か
く
し
て
、
楽
み
あ
る
に
至
ら
ざ
ら
ん

や
、
下
の
句
義
上
の
段
に
同
じ
、 

慍
る
と
は
、
心
平
か
な
ら
ず
し
て
、
ふ
づ
く
む
義
な
り
、
怒
る
意
の
、
内
に
ふ
く
み

た
る
を
云
、
君
子
と
は
、
其
徳
す
で
に
成
り
た
る
人
の
称
な
り
、
そ
れ
学
す
で
に
己
を

成
す
に
至
れ
る
は
、
も
し
時
に
あ
は
す
、
勢
に
さ
へ
ら
れ
て
、
信
従
す
る
者
な
け
れ
ど

も
、
み
づ
か
ら
か
へ
り
み
て
、
実
に
善
な
り
、
人
の
知
る
知
ら
ざ
る
は
己
に
を
い
て
、

か
く
る
こ
と
な
き
に
よ
り
て
、
少
し
も
天
を
う
ら
み
、
人
を
と
が
む
る
の
意
な
し
、
な

ん
の
い
き
ど
ほ
る
こ
と
あ
ら
ん
や
、
蓋
し
其
徳
人
に
及
ん
で
、
楽
し
む
に
至
る
時
は
、

ま
こ
と
に
成
徳
の
人
な
り
、
さ
れ
ど
も
、
こ
れ
は
順
境
界
な
れ
ば
、
君
子
の
実
、
い
ま

だ
さ
だ
か
な
ら
ず
、
只
人
に
知
ら
る
べ
き
実
あ
り
て
、
知
ら
れ
ざ
る
、
逆
境
界
に
居
れ

ど
も
、
さ
ら
に
い
き
ど
ほ
る
こ
と
な
き
を
以
て
、
真
実
の
君
子
た
る
こ
と
、
明
に
し
る

る
な
り
、
こ
の
故
こ
こ
に
を
い
て
、
不
亦
君
子
乎
と
云
、
此
句
義
も
亦
上
に
同
じ
、
か

の
君
子
の
徳
の
成
る
故
も
、
亦
他
法
あ
る
に
あ
ら
ず
、
只
そ
の
学
ぶ
道
の
正
し
く
、
習

す
わ
ざ
の
熟
し
て
、
悦
ぶ
意
ふ
か
く
な
る
、
其
功
を
や
め
ず
、
こ
れ
を
積
こ
と
久
き
に

あ
る
の
み
な
り
、 

◇
近
世
：
漢
文
大
系
の
注
釈 

学
問
ヲ
シ
テ
道
徳
ヲ
行
フ
ノ
工
夫
ヲ
ナ
シ
、
時
々
之
ヲ
習
ヒ
見
ル
ト
、
又
学
進
ミ
道

熟
ㇱ
来
ル
ニ
従
テ
、
同
門
ノ
モ
ノ
モ
来
リ
テ
、
互
ニ
相
談
ㇱ
相
論
ズ
ル
ト
ハ
、
実
ニ
悦

バ
シ
ク
又
楽
シ
キ
コ
ト
ナ
ラ
ズ
ヤ
、
又
到
底
世
ヲ
救
ヒ
道
ヲ
樹
ツ
ル
能
ハ
ザ
ル
ヲ
知

リ
、
隠
遁
ノ
身
ト
ナ
リ
、
世
人
ヨ
リ
其
存
在
ヲ
認
メ
ラ
レ
ザ
ル
モ
、
聊
カ
モ
怨
ム
ル
コ

ト
ナ
キ
ハ
是
レ
亦
有
徳
ノ
人
ト
云
フ
ベ
キ
モ
ノ
ニ
非
ズ
ヤ 

 
 
 

◇
中
世
：
抄
物
の
注
釈
（
後
の
考
察
の
際
に
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
部
分
の
み
掲
げ
る
） 

 

〇
足
利
本 

 

子
ハ
師
也 

孔
子
ヲ
ハ
万
人
ノ
師
ト
仰
カ
ン
ナ
リ
／
只 

子
ト
ハ
カ
リ
一
字
ヲ
イ

テ
モ
孔
子
ト
心
得
ソ
／
此
子
曰
二
字
ヲ 

全
部
ニ
カ
ケ
テ
見
ソ 

 

〇
清
家
文
庫
蔵
本 

 

子
ハ
孔
子
ヲ
云
ソ 

古
ニ
有
徳
ノ
者
ヲ
子
ト
称
シ
タ
ソ 

師
ヲ
称
シ
テ
子
ト
為
ス

ト
云
テ 

人
ノ
師
匠
タ
ル
者
ヲ
子
ト
云
タ
ソ 

 

〇
応
永
二
十
七
年
本 

 

子
ト
ハ
孔
子
ヲ
サ
ス
也 

子
ト
ハ
有
徳
ノ
称
也 

古
ニ
師
匠
ヲ
称
シ
テ
謂
師
也 

 （
二
）
子
曰
「
学
而
不
思
則
罔
。
思
而
不
学
則
殆
。」（
為
政
） 

◇
教
科
書
の
注
釈 

よ
く
考
え
て
研
究
し
な
い
と
、
物
事
の
道
理
を
明
確
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

理
解
が
あ
や
ふ
や
に
な
る
。
自
分
の
考
え
だ
け
に
頼
っ
て
、
広
く
先
人
の
意
見
や
知
識

に
学
ば
な
い
と
、（
独
断
に
陥
っ
て
）
危
険
で
あ
る
。 

◇
指
導
書
の
現
代
語
訳 

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
に
は
、「
も
の
を
読
ん
だ
り
教
わ
っ
た
り
す
る
だ
け
で
自
分
で

よ
く
考
え
て
研
究
し
な
い
と
、
物
事
の
道
理
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
自
分
の
考

え
だ
け
に
頼
っ
て
、
広
く
先
人
の
意
見
や
知
識
に
学
ば
な
い
と
独
断
に
陥
っ
て
危
険

で
あ
る
。」
と
。 

◇
現
代
：
新
釈
漢
文
大
系
の
注
釈 

孔
子
言
う
、
博
く
学
ぶ
だ
け
で
、
自
分
の
心
で
思
い
め
ぐ
ら
し
て
よ
く
考
え
、
よ
く
そ
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の
理
を
も
と
め
て
み
な
い
と
、
学
ん
だ
こ
と
が
ぼ
ん
や
り
し
て
い
て
、
そ
の
道
理
を
つ

か
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
之
に
反
し
て
、
自
分
の
乏
し
い
知
識
で
思
い
め
ぐ
ら
す
だ
け

で
、
博
く
他
人
の
言
や
古
人
の
教
え
を
学
ぶ
こ
と
を
し
な
い
と
、
考
え
方
が
狭
く
、
一

方
に
偏
っ
て
、
危
険
こ
の
上
も
な
い
も
の
だ
。 

◇
近
世
：
漢
籍
国
字
解
の
注
釈 

学
は
、
知
行
を
か
ね
て
云
、
思
ふ
と
は
、
其
理
を
心
に
求
る
な
り
、
学
ぶ
所
を
思
ひ

み
ざ
れ
ば
、
其
心
く
ら
く
し
て
、
つ
い
に
得
る
こ
と
な
し
、 

此
学
は
、
其
事
を
身
に
習
は
す
を
云
、
其
理
を
思
へ
ど
も
、
又
其
事
を
な
ら
は
さ
ざ

れ
ば
、
あ
や
う
く
し
て
、
た
し
か
な
ら
ず
、
一
説
に
、
此
学
も
亦
知
行
を
か
ね
て
見
る

べ
し
、
凡
そ
経
を
よ
み
、
史
を
考
て
、
其
思
ふ
所
を
證
験
す
る
こ
と
、
其
内
に
あ
り
と
、 

 
 

◇
近
世
：
漢
文
大
系
の
注
釈 

古
人
ノ
道
徳
ヲ
学
ビ
テ
、
其
意
義
ヲ
考
へ
解
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
バ
、
聖
人
ノ
道
ヲ
誣
フ

ル
者
ト
謂
フ
ベ
シ
、
常
ニ
考
ヘ
思
フ
所
ア
リ
ト
モ
、
古
人
ノ
書
ニ
就
テ
学
バ
ザ
レ
バ
、

一
旦
事
ア
ル
ニ
際
シ
テ
疑
心
ヲ
懐
キ
テ
信
ズ
ル
所
ナ
キ
故
ニ
、
断
然
タ
ル
行
ニ
出
ヅ

ル
能
ハ
ザ
ル
ナ
リ
。 

◇
中
世
：
抄
物
の
注
釈 

〇
足
利
本 

 

学
フ
バ
カ
リ
テ 

義
理
ヲ
思
案
セ
ネ
ハ
□
□
然
ト
シ
テ 

人
カ
問
ヘ
ド
モ
不
知
ソ 

 

〇
清
家
文
庫
蔵
本 

 

此
章
ニ
ハ
学
ノ
法
ヲ
教
タ
ソ 

言
ハ
学
テ
ハ
必
ス
其
義
理
ヲ
思
フ
ソ 

 

〇
応
永
二
十
七
年
本 

 

学
問
シ
テ
ハ
委
ク
其
義
理
ヲ
思
惟
ス
ヘ
シ 

義
理
ヲ
工
夫
ス
レ
ハ
不
審
カ
多
ク
テ

ク
ル
ソ 

  

抄
物
は
、
講
義
を
ふ
ま
え
て
成
立
し
た
も
の
を
主
と
す
る
の
で
、
文
末
表
現
を
軸
と

し
て
、
語
彙
や
語
法
に
口
語
的
特
徴
を
示
す
も
の
を
含
む
。
例
示
し
た
部
分
だ
け
で

は
、
そ
の
要
素
が
少
な
い
。
ま
ず
は
、
平
安
朝
の
古
文
と
は
趣
を
異
に
す
る
文
体
で
あ

る
こ
と
を
、
感
得
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
い
。 

 

語
句
に
つ
い
て
は
、『
論
語
』
全
編
を
通
じ
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
君
子
」
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
ヒ
ン
ト
が
占
め
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。 

 

加
地
（
二
〇
二
一
）
は
、「
君
子
」
を
「
知
と
徳
の
人
」（「
小
人
」
を
「
知
だ
け
の

人
」）
と
す
る
が
、
抄
物
ま
で
注
釈
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
で
、
そ
の
見
解
が
伝
統
的
な

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

三
、
外
国
語
で
の
読
ま
れ
方 

 

漢
字
、
そ
し
て
『
論
語
』
の
ふ
る
さ
と
、
本
家
中
国
で
の
現
在
の
注
釈
文
を
検
討
し

て
み
る
。 

中
国
国
内
に
お
け
る
『
論
語
』
な
ら
び
に
関
連
書
籍
は
、
当
然
な
が
ら
汗
牛
充
棟
と

い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
状
況
で
あ
る
。
注
釈
書
も
あ
ま
た
あ
る
が
、
現
在
、
比
較
的
入
手

し
や
す
い
（
と
い
う
こ
と
は
、
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る
）
書
の
一
つ
か
ら
、
永
和
監

制
『
論
語
』（
河
北
教
育
音
像
出
版
社 

二
〇
〇
七
・
七
）
を
選
ん
で
比
較
す
る
。 

 （
一
）
子
曰
「
学
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
。
有
朋
自
遠
方
来
、
不
亦
楽
乎
。 

人
不
知
而
不
慍
、
不
亦
君
子
乎
。」（
学
而
） 

□
訳
文
（
簡
体
字
を
日
本
漢
字
に
改
め
、
句
読
点
を
付
し
た
。） 

孔
子
説
：「
学
了
又
能
時
常
温
習
宅
、
不
也
是
很
愉
快
的
事
嗎
？
有
志
同
道
合
的
人

从
遠
方
来
相
会
、
不
也
是
件
令
人
高
興
的
事
嗎
？
別
人
不
了
解
我
、
我
幷
不
悩
恨
、

不
也
是―
个
有
修
養
的
君
子
嗎
？
」 

□
日
本
語
訳 

 

孔
子
は
説
い
た
。「
学
ん
で
、
そ
の
内
容
を
常
に
自
分
な
り
に
ふ
り
返
る
。
こ
れ
は
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愉
快
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
自
分
と
思
い
の
通
じ
る
友
が
遠
く
か
ら
会
い

に
来
て
く
れ
る
。
こ
れ
は
と
て
も
気
持
ち
が
高
揚
す
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

他
人
が
自
分
の
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
な
く
て
も
悩
ん
だ
り
し
な
い
。
こ
れ
は
修
養

を
積
ん
だ
君
子
の
態
度
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
」 

 （
二
）
子
曰
「
学
而
不
思
則
罔
。
思
而
不
学
則
殆
。」（
為
政
） 

□
訳
文 

孔
子
説
：「
只
学
習
而
不
思
考
、
就
会
无
所
収
獲
。
只
思
考
而
不
学
習
、
就
会
停
滞

不
前
。」 

□
日
本
語
訳 

 

孔
子
は
説
い
た
。「
勉
強
を
重
ね
る
だ
け
で
、
自
分
で
考
え
る
こ
と
を
し
な
い
。
こ

れ
で
は
、
得
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
自
分
な
り
に
考
え
る
だ
け
で
、
勉
強
を
し
な
い
。

こ
れ
で
は
、
前
に
進
む
こ
と
は
な
く
停
滞
あ
る
の
み
で
あ
る
。」 

  

（
一
）（
二
）
と
も
、
日
本
の
中
学
生
が
学
ん
で
い
る
内
容
と
大
差
は
な
い
が
、
語

彙
が
よ
り
現
代
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
る
。 

さ
ら
に
、
本
家
中
国
以
上
に
儒
教
文
化
が
定
着
し
て
い
る
韓
国
で
の
注
釈
文
の
検

討
へ
と
進
め
た
い
。
ま
た
、
英
語
訳
の
検
討
（
注
④
）
も
興
味
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ

こ
ま
で
は
発
展
が
過
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
。
中
学
校
段
階
で
は
、
構
想
の
み
に
留
め
て

お
く
べ
き
だ
ろ
う
。 

 

今
回
の
比
較
対
照
は
、
限
ら
れ
た
分
量
だ
が
、『
論
語
』
を
主
に
経
書
の
社
会
的
受

容
を
比
べ
る
と
、
儒
教
の
浸
透
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
内
在
的
論
理
の
比
較
分
析
に

ま
で
観
点
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
も
対
象
に

加
え
る
と
さ
ら
に
興
味
が
増
す
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
手
を
広
げ
る
の
は
、
高
校
以
上

と
い
う
の
が
現
実
的
で
あ
る
。 

 

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
の
日
本
語
訳
に
際
し
て
は
、
対
象
の
言
語
を
母
語
と
す
る

留
学
生
（
大
学
あ
る
い
は
高
校
）
や
、
地
域
の
国
際
交
流
員
な
ど
、
校
外
と
の
つ
な
が

り
を
求
め
た
い
（
注
⑤
）。
交
流
活
動
を
通
し
て
、
漢
文
テ
キ
ス
ト
以
外
に
も
学
び
の

幅
が
広
が
る
刺
激
を
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

 

四
、
方
言
訳 

 

本
文
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
方
策
と
し
て
、
注
釈
文
を
地
域
の
方
言
に
翻
訳
す

る
こ
と
を
実
践
し
て
み
た
い
。
全
国
的
に
親
し
ま
れ
て
い
る
関
西
弁
に
よ
る
訳
例
を

参
考
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
方
言
訳
に
挑
む
試
み
で
あ
る
。
中
学
生
個
人
の
手
に
余

る
課
題
に
な
る
の
で
、
地
域
の
方
言
話
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
家
族
の
協
力
等
が
前
提
に

な
る
。
協
力
を
仰
ぐ
に
あ
た
っ
て
の
交
渉
の
段
取
り
、
取
材
場
面
で
の
異
世
代
交
流

等
、
総
合
学
習
の
観
点
で
進
め
た
い
。 

  

次
に
（
一
）
の
訳
例
を
掲
げ
る
。 

◇
関
西
弁
訳 

（
孔
子
）
先
生
は
言
わ
は
っ
た
。「
な
ん
や
あ
っ
た
時
に
、『
せ
や
せ
や
こ
ん
な
ん

先
生
言
う
て
は
っ
た
な
あ
』
言
う
て
、
思
い
出
す
ん
や
。
そ
ん
な
ん
素
敵
や
ん
！
仲

の
え
え
友
達
が
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
か
ら
来
て
く
れ
て
、
話
し
で
け
る
。
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ

嬉
し
い
や
ん
！
人
間
な
ん
ぼ
頑
張
っ
た
か
て
、
褒
め
て
く
れ
へ
ん
こ
と
も
あ
る
。
せ

や
け
ど
腹
立
て
へ
ん
。
そ
ん
な
人
間
が
よ
う
で
け
た
人
間
（
君
子
）
な
ん
や
で
。」 

 
 

（
八
田
真
太
『
関
西
弁
超
訳 

論
語
』
ア
ー
ル
ズ
出
版
二
〇
一
二
・
一
一
） 

 

続
い
て
、
長
野
県
内
の
例
を
挙
げ
て
み
る
。 

 

◇
飯
田
弁 

 

先
生
は
お
っ
し
ゃ
ん
た
ん
だ
に
。「
な
ん
か
あ
っ
た
時
に
な
ぁ
、『
そ
う
だ
、
こ
ん
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な
こ
と
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
た
な
あ
』
っ
て
言
っ
て
な
ぁ
、
思
い
出
す
ん
な
。
そ

ら
素
敵
な
こ
と
だ
に
。
仲
良
し
の
友
達
が
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
か
ら
来
て
く
れ
る
も
ん

で
、
話
が
で
き
る
ん
な
。
と
っ
て
も
う
れ
し
い
に
！
人
間
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
、

ほ
め
て
も
ら
え
ん
こ
と
も
あ
る
。
で
も
、
ご
う
を
わ
か
さ
ん
の
な
。
そ
ん
な
人
が
よ

く
で
き
た
人
間
な
ん
だ
に
」 

  

敬
語
表
現
の
在
り
方
、
文
末
表
現
、
あ
る
い
は
俚
言
な
ど
に
、
地
域
の
特
徴
を
見
出

す
こ
と
に
な
る
。 

 

お
わ
り
に―

―

今
後
の
課
題―

―
 

 

今
回
の
方
策
は
、
漢
詩
の
教
材
に
も
適
用
で
き
る
。
特
に
注
釈
文
の
通
時
的
読
み
比

べ
は
、
よ
り
際
立
っ
た
特
徴
の
あ
る
資
料
も
提
示
で
き
る
。
杜
甫
「
絶
句
」（
光
村
図

書
の
み
採
択
）
を
例
に
と
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。 

 
 
 

絶 

句 
 
 
 

杜
甫 

 
 

江
碧
鳥
逾
白 

 
 

山
青
花
欲
然 

 
 

今
春
看
又
過 

 
 

何
日
是
帰
年 

◇
近
世
：
唐
詩
選
国
字
解
の
注
釈
（
注
⑥
） 

 

前
に
題
が
あ
っ
て
、
歌
行
か
律
詩
が
あ
っ
て
、
そ
の
次
に
「
絶
句
」
と
置
い
た
を
、

す
ぐ
に
こ
こ
へ
だ
し
た
も
の
ぢ
ゃ
。 

 

川
の
水
の
湛
へ
た
処
に
白
鳥
が
浮
か
ん
で
い
る
が
、
水
碧
な
る
ゆ
へ
、
鳥
が
い
よ
い

よ
白
く
見
ゆ
る
。
山
が
青
い
ゆ
へ
、
花
の
紅
な
が
火
の
燃
ゆ
る
や
う
に
見
ゆ
る
。
春
の

盛
り
を
い
ふ
。 

 

◇
近
代
：
杜
詩
講
義
の
注
釈 

 

是
は
眼
に
見
た
処
を
其
儘
に
述
べ
て
さ
う
し
て
最
後
に
感
慨
に
這
入
つ
て
居
り
ま

す
。
前
の
二
句
は
、
眼
で
見
た
処
の
景
色
で
此
中
に
は
感
慨
が
無
い
の
で
あ
り
ま
す
。

然
る
に
下
の
二
句
は
此
春
を
見
、
此
景
色
を
見
て
、
空
し
く
此
春
を
過
し
た
と
い
ふ
処

か
ら
感
慨
が
起
つ
て
、
毎
年
々
々
同
じ
景
色
を
見
て
居
る
の
で
、
今
年
も
此
処
に
暮
し

て
何
時
真
に
我
が
故
郷
に
帰
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
か
と
云
ふ
感
慨
に
這
入
つ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
此
感
慨
に
這
入
り
ま
す
処
に
無
限
の
妙
が
有
る
と
言
つ
て
宜
し
い
。

そ
れ
で
、
是
で
意
が
尽
き
て
何
の
面
白
み
も
無
い
と
言
へ
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
り
ま
す

が
、
絶
句
と
申
し
ま
す
も
の
は
総
て
さ
う
云
ふ
心
持
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
沈
徳
潜
の

選
び
ま
し
た
絶
句
は
比
較
的
に
所
謂
正
声
な
る
も
の
に
近
い
と
い
ふ
こ
と
は
不
信
の

味
の
あ
り
ま
す
も
の
を
採
り
ま
し
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
今
春
看
又
過
、
何
日
是
帰
年

な
ど
は
大
分
意
の
深
い
処
が
あ
る
と
言
つ
て
宜
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

こ
の
資
料
は
、
語
り
口
調
が
特
色
で
、
四
社
共
通
（
光
村
図
書
以
外
採
択
）
の
教
材

で
あ
る
「
春
望
」
を
例
に
と
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。 

 
 
 
 

春 

望 
 
 
 

杜
甫 

 
 
 

国
破
山
河
在 

 

城
春
草
木
深 

 
 
 

感
時
花
濺
涙 

 

恨
別
鳥
驚
心 

 
 
 

烽
火
連
三
月 

 

家
書
抵
萬
金 

 
 
 

白
頭
掻
更
短 

 

渾
欲
不
勝
簪 

◇
近
代
：
杜
詩
講
義
の
注
釈 

 
此
の
春
望
の
詩
は
是
は
ま
あ
非
常
に
有
名
な
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
杜
詩
の

例
を
挙
げ
て
申
し
ま
す
る
場
合
に
は
第
一
に
指
を
屈
せ
ら
れ
ま
す
詩
で
ご
ざ
い
ま
す
。

尤
も
之
を
重
も
に
唱
道
致
し
ま
し
た
の
は
欧
陽
永
叔
の
六
一
詩
話
、
又
続
い
て
司
馬

温
公
の
続
詩
話
、
此
様
な
人
が
当
時
の
事
を
申
し
ま
す
る
場
合
に
必
ず
之
を
引
き
ま

し
て
、
杜
詩
の
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
事
は
全
く
此
処
に
あ
る
の
で
あ
る
と
、
当
時
の
人
に
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⑧ 
 

分
り
易
い
様
に
詩
話
に
致
し
て
書
い
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
こ
で
之
を
読
み
ま
し
た

人
が
欧
陽
脩
と
か
司
馬
光
と
か
い
ふ
何
れ
も
名
高
い
人
で
あ
る
に
依
つ
て
、
後
の
者

は
皆
両
人
の
揚
げ
ら
れ
た
あ
と
を
慕
て
参
り
ま
し
て
、
必
ず
此
杜
詩
を
論
ず
る
場
合

に
は
此
詩
を
引
く
と
い
ふ
様
に
な
り
ま
し
て
一
層
著
名
に
な
り
ま
し
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。（
以
下
略
） 

  

中
世
に
端
を
発
す
る
「
中
立
的
な
口
語
文
体
」
で
あ
る
抄
物
の
文
体
を
彷
彿
と
さ
せ

る
語
り
口
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
、
つ
ぶ
さ
に
読
み
込
ん
で
い
け
ば
、
語
句
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。（
実
際
の
資
料
提
示
の
際
に
は
、
現

代
仮
名
遣
い
へ
の
変
更
、
漢
字
の
仮
名
表
記
化
（
是
・
之
・
此
・
依
な
ど
）
等
、
読
み

や
す
く
す
る
必
要
が
あ
る
。） 

   

注 

① 

拙
稿
「
中
学
校
国
語
科
教
科
書
・
漢
文
教
材
の
デ
フ
ォ
ル
ト
」（『
所
報 

學
海
』

第
七
号 

上
田
女
子
短
期
大
学
総
合
文
化
研
究
所 

二
〇
二
一
・
三
） 

調
査
対
象
の
五
社
は
、
光
村
図
書
・
学
校
図
書
・
教
育
出
版
・
東
京
書
籍
・
三
省

堂
で
あ
る
。 

② 

現
行
版
（
令
和
二
年
二
月
検
定
済
）
の
一
つ
前
の
版
（
平
成
二
七
年
三
月
検
定

済
）
に
よ
る
。
ち
な
み
に
、
現
場
で
の
採
択
率
の
高
い
光
村
図
書
の
場
合
、
旧
版

と
新
版
と
で
、『
論
語
』・
漢
詩
と
も
、
教
材
の
差
し
替
え
は
な
い
。 

③ 

注
釈
文
を
引
用
す
る
文
献
に
つ
い
て
、
略
述
す
る
。 

近
代
日
本
語
の
出
発
点
で
あ
る
中
世
に
成
立
し
た
抄
物
資
料
は
、
中
立
的
な
口

語
文
体
の
源
流
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、 

 
 

抄
物→

江
戸
講
義
物→

明
治
講
義
物→

演
説→

全
国
共
通
語 

 

の
よ
う
な
系
譜
が
想
定
で
き
る
。
こ
の
系
譜
に
所
属
す
る
資
料
を
通
覧
す
る
こ

と
を
も
く
ろ
み
、
選
出
し
た
の
が
今
回
の
資
料
で
あ
る
。 

 
 

中
世
の
抄
物
か
ら
は
、『
論
語
抄
』
三
種 

 
 
 

応
永
二
十
七
年
本
（
一
四
二
〇
） 

 
 
 

清
家
文
庫
蔵
本 

（
一
五
二
八
） 

 
 
 

足
利
本 

 
 
 

（
一
五
六
〇
） 

 
 

近
世
期
成
立
の
講
義
物
か
ら
二
種 

 
 
 

『
論
語
示
蒙
句
解
』（
一
七
〇
一
）
中
村
惕
斎
講
述 

 
 
 

『
論
語
集
説
』 

 

（
一
八
七
二
）
安
井
息
軒 

 

こ
れ
ら
の
資
料
の
注
釈
文
の
文
体
・
語
彙
に
よ
っ
て
、
口
語
文
体
の
息
遣
い
を
掴

む
こ
と
と
し
た
い
。 

④ 

『
新
版 

中
日
英
対
訳
三
カ
国
語
「
論
語
」』
孔
健
編
訳
代
表 

三
冬
社 

二
〇

一
八
・
一
〇 

⑤ 

ク
ラ
ス
や
校
内
に
は
、
対
象
の
言
語
を
母
語
と
す
る
生
徒
が
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
本
人
が
望
ま
な
い
場
合
、
無
理
強
い
は
禁
物
で
あ
る
。 

⑥ 

引
用
に
用
い
た
書
誌
は
次
の
も
の
で
あ
る
。 

 

『
唐
詩
選
国
字
解
３
』（
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
四
〇
七 

一
九
八
二
・
三
） 

 
 
 
←

底
本
：
服
部
南
郭
弁
・
林
元
圭
録 

寛
政
三
（
一
八
〇
一
）
年
六
月
再
版 

 

『
杜
詩
講
義
１
・
２
』（
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
五
六
四
・
五
六
五 

一
九
九
三
・

五
・
六
） 

 
 
 
←

底
本
：
森
槐
南
著
『
杜
詩
講
義
』
上
・
中 

文
会
堂 

第
二
版 

明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
三
月
・
五
月 

 



 

『論語』の授業のひと工夫 

 

⑨ 
 

【
参
考
文
献
】 

◆
論
文 

周 

福
紅
「
中
日
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
漢
文
に
つ
い
て
の
比
較
研
究

―
―

中
学
校
に
お
け
る
『
論
語
』
の
言
葉―

―

」『
愛
知
教
育
大
学
大
学
院
国
語
研
究
』

二
三 

二
〇
一
五
・
三 

安
藤
信
廣
・
坂
口
三
樹
「
漢
文
教
育
の
位
置
と
方
向
」『
日
本
語
学
』
三
六―

七 

明

治
書
院 

二
〇
一
七
・
七 

 

◆
書
籍 

 

谷
沢
永
一
・
渡
部
昇
一
『
人
生
は
論
語
に
窮
ま
る
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
一
九
九
七
・
三 

 

加
地
伸
行
『
論
語
入
門 

心
の
安
ら
ぎ
に
』
幻
冬
舎
二
〇
二
一
・
六 
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